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　可愛い孫たちに癒やされる日々です。
　「じいじ」「ばぁば」と呼ばれると、つい顔が綻びます。
　これからも笑顔いっぱい元気に育ってね。

七尾支部　「じいじ」「ばぁば」 より

写 真 説 明

目　　次



新年のごあいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

 石川県土地家屋調査士会　会長　石野　芳治

新年のごあいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

 金沢地方法務局　局長　岡本　高至

新年のごあいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

 石川県土地家屋調査士政治連盟　会長　丸田三智雄

新年のごあいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

 公益社団法人石川県公共嘱託登記土地家屋調査士協会  理事長　武部　恭典

寄稿「93条調査報告書と起訴」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5

 石川県土地家屋調査士会　顧問弁護士　寳金　敏明

本会だより

　　令和4年度 石川会 定時総会開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

　　令和4年度 中部ブロック協議会 定時総会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

　　津田伸様　感謝状及び記念品贈呈・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

各部活動報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

支部だより

　　金沢支部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

　　小松支部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

　　七尾支部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

新入会員に聞く（7項目の質問）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11

会員の広場／クロスワードパズル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14

information・事務局・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15



　新年あけましておめでとうございます。旧年中は、皆様より多大なるご理解ご指導を賜り無
事新しい年を迎えることが出来ました事、改めて深く感謝申し上げます。
　さて、本年令和５年は令和３年の土地所有者不明土地問題に起因することにより改正された
民法・不動産登記法および新たに成立した相続土地国庫帰属法のなかで、土地の所有権を放棄し
国に引き取ってもらう制度である相続土地国庫帰属法が施行されます。また来年には相続登記
の義務化等が施行され、その他の改正点も順次施行されていきます。したがって今年はこれら
大変化の幕開けの年であるといえるでしょう。
　これらの法改正および新法の中で、まず我々に直接的に影響があるのは「境界調査時の隣地使
用権」に関する部分であることではないでしょうか。これまで隣接土地所有者に多大なる協力を
得ながら境界の調査をしてきた我々の長年苦労してきた状況が、この改正によってわずかでも
改善されることを期待しております。ただし、隣接土地所有者に対し「法律で認められているか
ら」というふうに進めるのではなく、あくまでも隣接土地所有者に対して敬意をもち、しっかり
と説明し理解いただき円満に業務を行っていくことが前提ということは全く変わりありません。
　そしてこの法改正においてもっとも注目すべき点は、この国の不動産登記制度における根幹
である権利の登記（相続）の義務化に関することであると考えます。表題部に関しては義務的登
記や職権登記というものがもとより存在しておりましたが、基本的には私的自治（いわゆる自分
で登記をしなければ対抗要件を備えることができない）を大前提としていた我が国の登記制度
が、大きく変わることとなります。
　権利の登記の義務化は一昔前（私が開業した当時）ではありえない話です。しかし来年には現
実として施行されます。このことから「現在においては当たり前であることが数年後・数十年後
には変わることもあり得る」ということを意識しなければならないと考えるようになりました。
我々はどこかで現在の制度が永久に続くに違いないと決めつけているように感じています。
　しかしながら、このように制度や法律というものは「常に」変化・進化しております。国民の
財産権に関する不動産登記制度ですから急激な変化をすることはできませんが、ゆっくりと安
定感を保ちながら少しずつ変化し、長い年月をかけ大きく変わっていきます。
　我々資格者において必要なことは、業務で得た経験を通じ、現在の状況をしっかり分析し理
解することで「社会のニーズ」を敏感にくみ取り、理想と現実の乖離を見つけその差を縮めるべ
く提言し続ける事でないでしょうか。
　本年は、来る不動産登記の大変革に対応できるよう「変化を恐れずに、ではなく変化すること
が当たり前ということを理解し、この国の不動産登記制度を支え発展させていくこと」を改めて
年頭に誓い、また今年一年皆様の御多幸・ご健勝を祈念し新年のご挨拶とさせていただきます。

石川県土地家屋調査士会

　　会長　石野  芳治
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　新年あけましておめでとうございます。石川県土地家屋調査士会会員の皆様におかれまして
は、新年を穏やかに迎えられたことと心からお慶び申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の爆発的な感染者数増加のため、社会経済活動及び国民
生活に多大な影響が生じた年でありました。法務局においても相次ぐ職員の感染による対応に
追われ、職員一人一人の感染防止対策の重要性を改めて実感した次第です。
　皆様におかれましても、感染防止対策を講じながら、日々の業務に当たっておられることと
思われます。新型コロナウイルス感染症の影響が続く中ではありますが、皆様方には、登記所
備付地図作成作業を始めとして、法務行政に対する深い御理解と表示登記制度の充実・発展のた
めに格別の御支援と御協力をいただいておりますことに対しまして、改めてこの場をお借りし
て心から感謝申し上げます。
　さて、昨年５月27日、所有者不明土地等対策推進のための関係閣僚会議において、「所有者不
明土地等対策の推進に関する基本方針」が新たに決定されました。同基本方針には、長期相続登
記等未了土地や表題部所有者不明土地の解消作業を進めること、令和３年に成立・公布された「民
法等の一部を改正する法律」及び「相続等により取得した土地所有権の国庫への帰属に関する法
律」の施行に向けた準備、隣地所有者が不明の場合などに筆界認定を行うことを可能とする仕組
みの運用開始、登記所備付地図の整備についてもニーズを踏まえた重点化と効率化の検討を進
めることなどが掲げられています。
　既に着手している表題部所有者不明土地の解消作業については、土地家屋調査士の皆様には、
所有者探索委員として多大な御支援・御協力をいただいているところであり、本年におきまして
も、貴会と連携して取組をより前進させたいと考えておりますので、御協力のほど、よろしく
お願いいたします。
　一方、本年4月から開始される相続土地国庫帰属制度は、国民からの関心も強く、円滑な制度
の運用開始には、新制度を利用者に理解してもらうための対策や十分な準備が重要です。本制
度を実効的なものとしていくために、法務局職員一丸となって取り組んでいく所存です。
　最後に、表示登記制度の充実・強化、各種施策の適正円滑な実施のため、私ども法務局職員も
一層努力していく所存ですので、今後とも、御支援、御協力をお願い申し上げますとともに、
石川県土地家屋調査士会のますますの御発展と会員の皆様方の御健勝を祈念いたしまして、新
年の御挨拶とさせていただきます。

金沢地方法務局　　

　　局長　岡本  高至

新年のごあいさつ
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石川県土地家屋調査士政治連盟

　　会長　丸田 三智雄

　新年あけましておめでとうございます。日ごろより土地家屋調査士政治連盟の活動に対しご

理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　皆さんは、国会には国会議員で構成する議員連盟がありますが、県や市町に議員連盟がない

ことについて、不思議だとは思いせんか？

　先日、全国土地家屋調査士政治連盟より、土地家屋調査士会員全員に対して －現状と活動と

成果－ の冊子とともに「政治連盟に入会してみたいと思っている土地家屋調査士のあなたへ」と

いう小冊子がお手元に届いていると存じます。

　この小冊子には、石川県政治連盟の活動のみが記載されていましたが、他県の冊子を見せて

いただくと、県・市町に議員連盟を組成している単位政治連盟が多数ありました。

　石川県土地家屋調査士政治連盟は、設立当初政治的な活動は控え、全国組織の支援を主な目

的としていました。しかし時代の変化とともに、単位政治連盟の役割も変わりつつあると考え

ます。地方議員の方々にに対して、現在の状況を説明できるのは、私たちをおいて他にはいな

いからです。

　私たち政治連盟も、直接地方議員の方々に勉強会等を開催し、境界問題・所有者不明土地問題・

空き家問題など直接話しをすることにより、より一層理解を深めていただく役割を担っている

のではないでしょうか。

　土地家屋調査士政治連盟は、個人の思想信条や政治理念を問うて成り立つ団体ではありませ

ん。あくまで土地家屋調査士制度の充実発展を期するために同一の行動を盟い合う共同体なの

です。一人ひとりが参加することこそ、政治を動かす源であることをご理解いただき、一層の

ご協力をお願いいたします。

　最後に、まだしばらくはコロナウイルスへの注意が欠かせない日々が続くとは思いますが、

皆さまのご健勝とご多幸を心より祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

ちか

新年のごあいさつ
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　新年あけましておめでとうございます。旧年中は石川県公共嘱託登記土地家屋調査士協会の

運営に多大なご協力を頂き誠にありがとうございます。本年も宜しくお願い申し上げます。

　昨年は石川県で自然災害の多い年でありました。６月には珠洲市で最大震度６弱を観測する

地震がありました。能登地方では一昨年から地震が相次いでおり、今後も注意が必要です。また、

８月には加賀地方を中心に記録的な大雨となりました。小松市では梯川が氾濫し、小松市と白

山市に警戒レベルが最も高い「緊急安全確保」が県内で初めて発令されたほか、金沢、小松、加賀、

白山、能美、七尾の６市に土砂災害警戒情報が出されました。最大で約39万人に避難が指示され、

各地で床上、床下浸水や道路の冠水などの被害が相次ぎました。被害にあわれた方には1日も早

く立ち直ることをお祈りいたします。

　これからは各自が災害に備えて日頃から準備しておくことが必要です。私たち公嘱協会とし

ては災害後の復旧と復興のために、その力を十分発揮できるように体制を検討しておくことが

大切です。その対策を石川県土地家屋調査士会とともに協議をしていきたいと思います。

詳しいことは分かりませんが、近年の環境の変化によって大きな自然災害が発生する確率がそ

んなに低くはないということが予想されます。

　それに備えてインフラ整備がぜひとも必要となります。インフラ整備に必要な事業に対して、

私たち土地家屋調査士の業務は相当な範囲に関係します。用地取得の調査と登記作業、その情

報を地図に反映する作業、それらは土地家屋調査士の業務です。もし、災害が起きた場合には

これを復興の基礎とすることができます。このようにインフラ整備関連では数多くの段階で土

地家屋調査士が必要とされます。これらは公共事業であることから、私たち公嘱協会が国民の

ために貢献しなければならない場面であります。

　その責任と使命のため県内唯一の公益法人として、日頃より社員が一致団結して官公署の期

待に沿うよう研鑽を積み技術力を高める努力を怠らないようにしなければなりません。

　最後に、本年も、公嘱協会の安定した運営に取り組んでいきたいと思いますので、今後とも、

公嘱協会に対して一層のご支援ご指導をお願い申し上げますとともに、土地家屋調査士会の会

員の皆様のご健勝とご多幸をお祈り致しまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

公益社団法人　　　　　　　　　　　　
石川県公共嘱託登記土地家屋調査士協会

　　理事長　武部  恭典

新年のごあいさつ
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　前回の研修でお伝えしたとおり、令和４年４月14日法務省民事局長通達を一
つの大きな転機として、土地家屋調査士の立ち位置は、調査士のルーツに戻っ
たと言えます。
　土地家屋調査士は黎明期においては税務官署の「調査員」と呼ばれ、税務官署
と対立する立場でなく、税務官署の事務を補完する立場でした。そのことは、
調査員の中に現役の公務員がいたことが雄弁に物語っています。
ところが、上記事務が昭和25年に税務署から法務局に移管された後は、土地家
屋調査士は、司法書士と同様、登記申請人の代理人としての第三者的役割が期
待されるようになります。
　そのような中にあっても、土地家屋調査士の体の内には、ほぼ無自覚のうちに、登記官の職務を補完す
るとの「先祖の記憶」が残っているようであり、登記官とは協同作業を行うものとの立場の方が多かったよ
うです。私が「登記官とは対立的立場にあるのだから、言うべきことはシッカリと主張し、必要ならば法的
に争うべきだ」とお伝えしても多くの方が戸惑いの表情を浮かべられます。同様に、「認定土地家屋調査士
制度は、土地家屋調査士の新しい未来を拓くものだ」と、いくらお伝えしても、「筆界は客観的で中立的な
存在なのだから、その探索を生業とする土地家屋調査士が当事者的立場で振舞うことは、自己否定となる」
とおっしゃる方が少なくありません。
　要するに、登記官とは筆界の解明に向けて協同作業を目指すべきであり、敵対的に向かい合うべきでな
いとするスタンスの土地家屋調査士が多いのです。
そうした中にあって、土地家屋調査士の源流に淵源を有する登記官の『職務を補完するとの「先祖の記憶」』
が、新時代においては大いに本領を発揮すべきこととなります。
詳しくは前回の講演でお話ししたとおりであり、令和４年４月14日民事局長通達以降、登記官は土地家屋
調査士の「筆界の専門家」としての高い信頼性を背景に、いわゆる93条報告書において筆界を判定するに足
りる事項の記載があれば、それを基礎資料として斟酌し、自らの実地調査を省略することができることが
明確になりました。
　土地家屋調査士としては、法務当局のこの信頼に最大限の努力をもって答えなければなりません。なぜ
なら、土地家屋調査士の黎明期において、調査員が課税対象不動産に係る調査結果を税務官署に提供し、
官と協同で迅速的確に事案を処理していた関係が復活したと言えるからです。
ただ、この関係を裏から見ると、登記官の93条報告書が説得力を欠くために、筆界を判定するに足りない
というケースが多発するならば、この協同関係は破綻してしまいます。
　私が常々お話ししていることですが、第２次大戦後、民主化された時代の検察官は、法廷の壇上から引
きずり降ろされ、被告人と対等に向き合うべき存在となりました。その時点で、学者は今後は「気楽な起訴」
をすれば良いとの議論を始めました。しかし、それでは検察官の誇りを保つことができない。そう考えた
検察官たちは「起訴状に書かれた犯罪事実は、すべて真実だ」と裁判官や社会が安心するような起訴を目指
そうと頑張ります。そしてご承知のとおり、全世界が驚くほどの驚異的な有罪率を獲得するに至っています。
皆さんも新しい仕組みにより、93条報告書の重みが増す中、「93条報告書に書かれた筆界判定の基礎事実は
すべて真実だ」と登記官や社会が安心する報告書を書くことを目指さなければなりません。93条報告書の
業界を挙げての切磋琢磨を祈念してやみません。

石川県土地家屋調査士会
顧問弁護士
寳金  敏明

93条調査報告書と起訴
寄 稿
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本会だより本会だより

　令和４年度定時総会が、令和４年５月27日（金）ホテル金沢において開催されました。
　昨年までコロナ禍での規模縮小開催でありましたが、今年度は３年ぶりの通常開催となり、
多くの会員が会場に集まっていただきました。石野会長の挨拶から始まり新入会員の紹介の
あと、議長に山上雄介会員、村中千鶴子会員が選出され議事が進行しました。各部からの報
告の後、第1号議案から第５号議案まで承
認され閉会。
　その後開催された式典では、多くのご来
賓もご臨席賜り、顕彰者披露、来賓祝辞と
滞りなく進行されました。
　この後これも３年ぶりとなる懇親会を感
染対策を施した上での開催。まだまだ気が
抜けない状況ではありますが、ようやく少
しずつ日常が戻りつつあることの実感が持
てた定時総会だったかと思います。

　令和４年７月１日（金）中部ブロック協議会定時総会を開催。今年度は石川
会が当番会で金沢東急ホテルにおいて久しぶりの通常形式で開催されました。
　齊藤副会長の司会進行のもと、冒頭石野会長より当番会の歓迎の挨拶があ
り、中部ブロック協議会の梅村会長より開会の挨拶がされ開会。引き続き石
野会長、川合副会長が議長に選出され議事の進行へ。
各部長等から令和３年度の活動報告があり、審議事
項については第１号議案第４号議案まで行われ全て
の議案が可決承認されました。式典も開催され多く
の来賓にご臨席と祝辞を賜りました。
　名古屋法務局長表彰者の披露にて７名の受賞者が
出席され、当会の丸田三智雄会員が表彰状を代表受領及び謝辞を述べられました。祝電披露
のあと、ご来賓が退場され、次期当番会の愛知会川合副会長より閉会の辞へ。石川会への労
いの言葉と共に来年度愛知でお会いできることを楽しみにとの祈念の挨拶をもって閉会とな
りました。

第66回 定 時 総 会

定 時 総 会
令和４年度

令和４年度

中部ブロック
協　 議　会
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本会だより本会だより

　令和３年11月末に石川会を退会された七尾支部の津田伸様。
　昭和25年に土地家屋調査士に登録され昭和29年に石川会に入会。退会されるまで実に71年
もの長き間、表示登記業務に携わり偉大なる功績を残されました。
　七尾において土地家屋調査士業、測量業を営み、今日まで親子３代にわたり土地家屋調査
士に登録され、会社も大きく成長するまでにご尽力されたことと思います。本当に長い間お
疲れ様でした。退会はされましたが、見るからにはまだまだお元気で、専門家としての風格
は衰えてませんね。今後とも石川会及び七尾支部の大先輩としてご指導、ご鞭撻賜りたいと
存じますので、どうかお体に気を付けていつまでもお元気でお過ごしください。

津田   伸 様

感謝状 及び 記念品贈呈感謝状 及び 記念品贈呈

　津田伸様の功績を讃えるため石川会から
感謝を述べるべく、令和４年３月31日に石
野会長と大星七尾支部長が株式会社津田測
量へ訪問し、感謝状と記念品の贈呈を行い
ました。
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１. 財務基盤の安定化と予算の適正執行
①月毎に一般会計・特別会計に関する収支
の確認
②事務局から提出される見積書・請求書・
領収書等の確認

２. 財務内容の改善と会務体質の強化
　役員報酬・講師料・予備費・繰越金に関
し、答申検討会議で審議を継続

３. 業務関係図書、用品等の斡旋・頒布

４. 国民年金基金、各種保険の加入促進

５. 支部への各種助成

６. 親睦事業への助成加

７. 部会・監査会に参加

８. 日調連・中部ブロック協議会に参加

　本年度４月に「表示に関する登記における筆界確認情報の取扱いに関する指針」につ
いての通知に伴い、法務局に備え付けられている「表示登記事務取扱規程」及び「表示
に関する登記事務処理要領」の改訂を法務局と調査士会とで協議を重ね、９月30日より
改訂版が運用されました。皆様にはEメールで配布済みですが、冊子にしたものを今年
１月下旬にお届けする予定です。その規程・要綱の改訂について１月26日に法務局職員
の講師により研修会の開催を予定しております。
　また、石川会で平成13年５月、平成26年３月に発刊してきました「測量・調査実施マニュアル」の
リニューアル版「業務取扱マニュアル」を、昨年５月から業務部で作成に取り掛かり、12月に完成し
ましたので、これも１月下旬にお届けする予定です。新マニュアルについて３月22日に業務研修会を
予定しておりますので、是非、参加の程よろしくお願いいたします。
　尚、登記処理が円滑・迅速に行われるよう法務局との打ち合わせを定期的に行っていきますので、「業
務に関する相談等報告書」を活用しご意見をお寄せください。
　今後とも皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

 令和４年
   ４／ 19 第１回 綱紀委員会 開催
   ７／  2 中部ブロック協議会定時総会 当番会（金沢東急ホテルにて開催）
　   分科会 当番会（金沢歌劇座にて開催）
   ４／ 21 第１回 総務部会 開催
   ７／ 21 第２回 総務部会 開催
 10／  6 第３回 総務部会 開催
 非調査士調査
 11／ 11 小松支部
 11／ 16 輪島支部
 11／ 18 七尾支部
 12／  7 金沢支部

年度当初の事業計画に基づき次の活動を行っています。

活動報告◀総務部

部長
川畑 幸司

活動報告◀財務部

部長
山下　茂

活動報告◀業務部

部長
柿島 真明

部会だより各部活動報告各部活動報告

　令和４年度は総務部として一大イベントと申しましょう
か、昨年・一昨年と新型コロナウイルス感染症の影響で
WEB開催となっておりました中部ブロック協議会定時総会・
分科会が３年ぶりに石川県（当番会）で開催されコロナ禍に
もかかわらず各土地家屋調査士会構成員の方々に多数御参
加いただきました、総務部といたしまして滞りなく無事に
終了できてほっとしております。
　各土地家屋調査士会の方にもWEBではなく対面でお会い
し仕事・各会の情報交換など中身の濃い会となりました。
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　令和４年度広報部の活動としまして、まず前任の多谷部長が進めておりました石川会
のHPリニューアルが完了。掲載写真の撮影にも多くの会員の方にご協力を頂きありがと
うございました。６月にはコロナ禍により２年間参加していなかった金沢百万石ツーデー
ウォークに参加しました。７月には今年度の中部ブロック協議会定時総会が金沢で開催さ
れ、私も初めての広報担当者会議も出席。各県の情報交換の良い機会になったと思います。
　今年度は七尾市内に「経緯度交会点（東経137.0000、北緯37.0000の交点）」が存在する

ことを知り、広報ツールとして活用できないかを検討。また広報グッズとして「境界確認のお願い」隣
接者配布用のパンフレットも作成中です。12月には県内信用金庫において「土地家屋調査士について
知ってください」とのテーマで調査士と表題登記及び融資の際の抵当権設定の流れに関する研修を行い
ました。今後の予定としましては３月に中部ブロック協議会と東京法経学院との共催による受験生、
開業志望者向けの「調査士ガイダンス」を開催する予定です。

　社会事業部の今期の活動として、石川県の10の士業で構成する石川
県士業団体協議会にて毎年行っている士業団体よろず無料相談会が、
今年で第21回を迎えることが出来ました。
　昨年はコロナ過ということで完全予約制のZOOM相談会でしたが、
今年は７月の準備打ち合わせの定例会で昨年のやり方ではなく従来の
対面式で行うことが決まり、会場もいくつか候補地の選定をおこない

片町きららで行うことになりました。
　告知も町内会連合会へ手配し、町内会の回覧板に相談会のチラシを入れ、内容も
各士業へ相談をしやすいように、一般の方にわかりやすく記載しました。
　土地家屋調査士は、近年電話相談の件数が多い土地境界の
専門家を全面に押し出した内容に変更しました。相談会当日
には、片町きららオープン前にも関わらず相談者の行列がで
きました。午前10時から午後４時までに合計で78人の相談者
が訪れ、土地家屋調査士は５件の相談がありました。昨年は
１件でしたので、相談内容の変更が相談者のイメージがしや
すかったのかもしれません。昨年の電話相談の内容をデータ
化して、ニーズの視覚化をまたすすめていきます。

今年度は、以下の通り活動しました。
令和4年 5月 6日 測量実務研修会（初級者対象） 講師：石野芳治会員
令和4年 8月 22日 インボイス制度について 講師：国税局職員

   相続土地国庫帰属法について 講師：舟橋秀明先生

令和4年10月 8日 土地家屋調査士の報酬について 講師：鈴木修先生
令和4年10月19日､27日､28日　石川会新人研修 講師：研修部他

令和4年11月18日  年次研修（連合会指定内容で開催）
令和4年12月14日  民法等改正による土地家屋調査士の立ち位置　講師：寳金敏明先生
令和5年 1月 26日 不動産表示登記事務取扱規定等について（予定） 講師：金沢地方法務局職員
令和5年 3月 22日 業務取扱マニュアルについて（予定） 講師：業務部

　コロナ禍前と同程度まで研修会を開催できたと感じています。この先も研修部一同で会員皆様の日
常業務に役立つ研修会を企画・開催していきたいと考えています。引き続き皆様のご理解とご協力を
よろしくお願いいたします。

活動報告◀研修部

部長
藤島 信一郎

広報部▶活動報告

部長
木内 良純

社会事業部▶活動報告

部長
山副 竜朗

各部活動報告各部活動報告部会だより
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《金沢支部》

《小松支部》

《七尾支部》

支部長
　中　康光

　令和４年度も、昨年度に続き新型コロナウイルス感染症の影響
で活動を自粛します。
　地上絵プロジェクトは実施できる可能性はあったのですが、学
校からの打診から開催までのスケジュールが極めて短期間であっ
たため、断念いたしました。開催する学校が変わると、打合せや
事前の現地測量等にかかる日数が大幅に増えるためであります

が、打診があったことは喜ばしく、実施できなかったことは大変残念でありました。
　資料室については、本会の資料センター運営委員会で協議している内容が来年度中に実施される予定で、
支部の資料室手数料等に変更がある予定です。
　４月に実施する支部総会は、少人数ではなく通常通りに開催しますが、懇親会は自粛いたします。
　世間的にも状況は変化しており、今後の活動もこれまでとは異なる可能性が高いと予想されます。状況下
に応じた活動とはなりますが、皆様には引き続き金沢支部に対しご理解とご協力をお願いいたします。

支部長
　南　知伸

　令和４年度の小松支部は、コロナウイルスの感染状況を注視し
つつ例年に近い形で事業を行っています。去る４月28日、石野会
長にご臨席いただき、こまつビジネス創造プラザにおいて支部総
会を行いました。各議案滞りなく承認いただき、その後の懇親会
も大いに盛り上がりました。また、役員会や各委員会もほぼ例年
どおり開催しました。少しずつで
すが、通常の支部運営に戻ってき

ていると実感しています。来年度は会員ご家族や補助
者の皆様が参加できるレクレーションを久しぶりに開
催できれば！と考えています。
　最後に、支部会員の小林彦幸様が令和４年春の褒章
において藍綬褒章（消防功績）を受賞されました。誠に
おめでとうございます。

支部長
　大星  雅司

　令和４年度の七尾支部は、コロナ感染予防をとりつつ和倉温泉
「のと楽」にて支部総会を実施し、３年ぶりの食事・宿泊付の総会
になり、参加した支部会員も楽しんでいただけました。その後は、
感染の波が収まらず集合する形の事業はまたストップしたのです
が、５月下旬に公開した「大河への道」の映画鑑賞補助を実施し
ました。
　この作品は、伊能忠敬の偉業に関して大河ドラマへ取り上げて

もらうための市役所職員と200年前の江戸時代の状況を交互に見せるお話で、原作は
立川志の輔さんの創作落語によるものです。支部としては『剣岳』以来13年ぶりに実
施しました。令和５年こそ日常に戻って支部事業も行えればと思っております。
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q なぜ土地家屋調査士になろうと思いましたか？

w 前職は何ですか？

e 自分はどのような性格だと思いますか？

r 趣味はなんですか？休日はどのように過ごしますか？

t あなたの健康法は何ですか？

y 土地家屋調査士として今後の抱負をお願いします。

u 調査士会への要望をお書き下さい。

７項目の質問

金沢支部　山田　政樹
やまだ まさき

q　隣接業界の司法書士、行政書士の業務を行っていることから土地
家屋調査士の業務も行いたいと考えました。

w　観葉植物のレンタル業です。随分前にはパワーショベル（PC200）
のオペレーターでした。

e　真面目だと思っているのですが・・・。

r　趣味とは言えませんが、ビールを飲むのが大好きで、休日は早めに
飲み始めます。

t　健康法は無く、不健康な状態です。

y　法令及び実務に精通した土地家屋調査士になりたいと思います！

u　特にありません。

新入会員に聞く
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金沢支部　奥村　文男
おくむら ふみお

q　前職が体力的にきつかったから。

w　測量会社

e　自分では普通の人だと思っていますが。

r　趣味は岩魚釣り。休日はイベントごとがなければ休養。

t　散歩

y　少しでも社会に貢献できるよう努力します。

u　様々な研修会や講習会の案内

石川支部　宮崎　健
みやざき けん

q　独立開業できる職業だから。

w　補助者

e　マイペース

r　野球

t　体を動かすこと。

y　知識の向上に努め、依頼主の要請にこたえられる調査士になりた
いと思います。

u　特にありません。

金沢支部　辻　亜香里
つじ あかり

q　気がついたらなっていました。

w　不動産業

e　小心者

r　現実逃避

t　なるべく歩く

y　車をぶつけない、物を壊さない。

u　いつもありがとうございます。これからも、温かい目で見守って下さい。

新入会員に聞く
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輪島支部　紺井　清志
こんい きよし

q　地域に貢献することができる仕事ではないかと考えました。

w　法務局職員です。

e　すぐに決断できないことが多々あり、優柔不断なところがあると感じ
ています。

r　熱中していることは無く、休日は特に何もしないことが多いです。

t　運動することだと自覚はしています。

y　適正・的確に仕事ができるよう能力を高め、日々成長していければ
いいなと思っています。

u　特にありません。

金沢支部　蔵西　康志
くらにし やすし

q　20年以上建設業界に従事し、いくつかの工種の中に自分自身に見
合った技術は何かを模索していた中に測量技術に興味を持ってい
たので、技術の向上の一貫として抱いたのがきっかけです。後、専
門性も高く独占業務であること。

w　土木・建築管理技術者、施工管理技士

e　性格上、優柔不断で、慎重深く、真面目で正直者です。せっかちで
すが、好奇心旺盛で、おもいきった行動をしてしまいます。

r　基本的にジムでのトレーニング（筋トレ、ヨガ、ピラティス）。アウトドア（キ
ャンプ、トレッキング、釣り）。温泉巡り（サウナ）。

t　快食、快眠、適度な運動をすることを持続しながら、基礎代謝を上
げることにより、免疫力を高めること。

y　土地家屋調査士の使命として、土地の筆界を明らかにする業務の
専門家。不動産に関する権利の明確化とあるように明記されてい
ることから、国民財産の権利保全を担う役割を手助けできるような
存在、社会的貢献に従事できるように、日々努力し、自分自身も成
長していけるように頑張っていきたいです。

u　特になし。

新入会員に聞く
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会員の広場会員の広場会員の広場

問題

クロスワードパズルを解いたら二重マス
に注目、アルファベット順に並べてでき
る言葉は何でしょう？

応募方法と応募の際の注意点

★クロスワードは２重の文字を並べ替えて、出てくる言葉を解
いてください。
★下記の項目を記載し、メール、FAX、葉書にて、２月末日までに
事務局まで応募してください。

1． 氏名または事務所名
2． クロスワードパズルの解答

★クイズの正解は応募受付締め切り後、ホームページに掲載します。（３月頃）
★抽選の結果は、プレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
★景品の内容と当選者の数については、応募者数の関係でそれぞれ変更
する場合があります。

1

8

13

19

21

D

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

B

C

　

H

　 A

G

F

E

9

11

20

2

6

16

3

12

14

10

22

7

17

4

15

5

18

に応募しよう！

たくさんのご応募お待ちしております！

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ

答え

 

１  

自
ら
を
正
当
化
す
る
た
め
の

 
権
威
や
大
義「
錦
の
○
○
○
」

 

２  

一
日（
つ
い
た
ち
）の
別
称

 

３  

リ
ビ
ン
グ

 

４  

お
荷
物
に
な
り
た
く
な
い

 

５  

珠
洲
市
に
は
こ
の
地
目
あ
る
？

 

７  

遊
戯
王
や
ポ
ケ
モ
ン
の
も
の
が

 
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る

 

９  

価
値
、真
偽
を
見
分
け
る
能
力

 １ 石杭の最高級品
 ４ 山の測量の装備品であってもいいな
 ６ 本を伏せたような屋根　切○○
 ７ 鉄＋錫＝ブリキ、鉄＋亜鉛＝？
 ８ ものは○○○だやってみよう
 10 地形・土地・敷地などを意味するドイツ語
 11 法令上申請して役所からもらうものの総称
 13 麻雀で原点以上になること
 14 簡易なものはパーテーション
 16 市道ではないが昔からあるので建築は可能
 19 悪事を働いたのに○○○○と生きやがって
 21 お金借りたらおまけ（？）で付いてくる
 22 ♪アルプス一万尺小槍の上で
 ○○○○踊りを さぁ 踊りましょ

問題作成　大星  雅司（石川会）

クロスワードパズル2023

調査士にしか解けない？

 
10  
軽
は
ず
み
な
コ
レ
は
慎
む
べ
き

 

12  
コ
レ
が
遮
ら
れ
て
空
家
内
部
が
暗
い

 

13  

マ
ン
シ
ョ
ン
の
床
面
積
算
出
の
寸
法

 

15  

目
標
に
当
て
そ
こ
な
う 

○
○
を
切
る

 

16  

あ
き
れ
て
○
○
○
が
継
げ
な
い

 

17  

金
属
標
打
設
の
時
に
使
用
す
る

 

18  

気
体
を
冷
却
し
て
凝
結
が
起
こ
る
温
度

 

20  

♪
折
れ
た
煙
草
の
吸
い
が
ら
で
〜

 
（
歌
っ
た
人
は
現
在
国
会
議
員
で
す
ね
）

正解者の中から
抽選で10名の方に、
景品をプレゼント！
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氏　　名 山田  政樹
登録番号 第685号
事 務 所 〒920－0272
  河北郡内灘町向陽台1丁目
  185番地
（事）TEL 076－205－3788
（事）FAX 076－205－7708
登録年月日 令和4年4月1日

氏　　名 奥村  文男
登録番号 第686号
事 務 所 〒921－8832
  野々市市藤平田2丁目29番地
（事）TEL 076－248－0924
（事）FAX 076－248－8110
登録年月日 令和4年6月1日

氏　　名 宮崎　健
登録番号 第687号
事 務 所 〒921－8066
  金沢市矢木2丁目395番地4
（事）TEL 076－227－8747
（事）FAX 076－227－8749
登録年月日 令和4年7月1日

氏　　名 辻　亜香里
登録番号 第688号
事 務 所 〒921－8015
  金沢市東力3丁目82番地3
（事）TEL 076－292－2445
（事）FAX 076－292－2446
登録年月日 令和4年9月1日

やまだ まさき

おくむら ふみお

みやざき けん

つじ あかり

こんい きよし

くらにし やすし

登録事項変更

氏 　 　 名 風無  康介
登 録 番 号 第665号
事　務　所 〒921－8831
 野々市市下林4丁目473番地
 ラブリーK1 101号
（事）ＴＥＬ 076－259－1601
（事）ＦＡＸ 076－259－1606
変更年月日 令和4年1月27日

氏 　 　 名 能崎  雅彰
登 録 番 号 第652号
事　務　所 〒920－0356
 金沢市専光寺町ワ68番地13
（事）ＴＥＬ 076－254－5679
（事）ＦＡＸ 076－254－5676
変更年月日 令和4年4月12日

氏 　 　 名 越野  真綺
登 録 番 号 第675号
事　務　所 〒920－0941
 金沢市旭町2丁目8番45号 旭ビル302号
（事）ＴＥＬ 076－221－8850
（事）ＦＡＸ 076－204－7188
変更年月日 令和4年6月8日

氏 　 　 名 丸田  三智雄
登 録 番 号 第555号
事　務　所 〒921－8023
 金沢市千日町8番18号
（事）ＴＥＬ 076－242－5541
（事）ＦＡＸ 076－242－5534
変更年月日 令和4年7月10日

氏 　 　 名 南　雅之
登 録 番 号 第663号
事　務　所 〒920－0348
 金沢市松村6丁目110番地3
（事）ＴＥＬ 076－255－1373
（事）ＦＡＸ 076－255－1606
変更年月日 令和4年9月1日

氏 　 　 名 荒木  秀雄
登 録 番 号 第443号
事　務　所 〒921－8107
 金沢市野田4丁目96番地
（事）ＴＥＬ 090-2037-1122
変更年月日 令和4年1月1日

氏　　名 紺井  清志
登録番号 第689号
事 務 所 〒927－0433
  鳳珠郡能登町字宇出津
  チ字20番地の2
（事）TEL 0768－62－0331
（事）FAX 0768－62－0881
登録年月日 令和4年10月3日

氏　　名 蔵西  康志
登録番号 第690号
事 務 所 〒920－0802
  金沢市三池町60番地2
（事）TEL 076－208－3232
（事）FAX 076－208－3232
登録年月日 令和4年10月3日

TEL・FAXのみ変更

氏 　 　 名 山副  竜朗
登 録 番 号 第633号
（事）ＴＥＬ 090－6471－4320
（事）ＦＡＸ 050-1530-4010
変更年月日 令和4年4月21日

会変更（石川会→宮城会）

氏 　 　 名 橋本  仁志
登 録 番 号 第642号
退会年月日 令和4年10月20日
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小松支部
　家宅 誠一郎  会員（51歳）
　令和4年11月12日ご逝去さ
れました。ここに、謹んでご冥福
をお祈りいたします。

̶ 訃　報 ̶

金沢支部
　小幡  嘉彦  会員（79歳）
　令和4年7月22日ご逝去さ
れました。ここに、謹んでご冥福
をお祈りいたします。

小松支部
　太田  征義  会員（77歳）
　令和4年12月1日ご逝去さ
れました。ここに、謹んでご冥福
をお祈りいたします。

̶ 訃　報 ̶

̶ 訃　報 ̶

登録抹消（退会）

氏　　　名 林　哲朗
登 録 番 号 第511号
退会年月日 令和4年6月24日

氏　　　名 小幡  嘉彦
登 録 番 号 第574号
退会年月日 令和4年7月22日

氏　　　名 家宅  誠一郎
登 録 番 号 第653号
退会年月日 令和4年11月12日

氏　　　名 太田  征義
登 録 番 号 第481号
退会年月日 令和4年12月1日

登録事項変更

氏 　 　 名 風無  康介
登 録 番 号 第665号
事　務　所 〒921－8831
 野々市市下林4丁目473番地
（事）ＴＥＬ 076－259－1601
（事）ＦＡＸ 076－259－1606
変更年月日 令和4年1月27日

氏 　 　 名 能崎  雅彰
登 録 番 号 第652号
事　務　所 〒920－0356
 金沢市専光寺町ワ68番地13
（事）ＴＥＬ 076－254－5679
（事）ＦＡＸ 076－254－5676
変更年月日 令和4年4月12日

氏 　 　 名 越野  真綺
登 録 番 号 第675号
事　務　所 〒920－0941
 金沢市旭町2丁目8番45号 旭ビル302号
（事）ＴＥＬ 076－221－8850
（事）ＦＡＸ 076－204－7188
変更年月日 令和4年6月8日

氏 　 　 名 丸田  三智雄
登 録 番 号 第555号
事　務　所 〒921－8023
 金沢市千日町8番18号
（事）ＴＥＬ 076－242－5541
（事）ＦＡＸ 076－242－5534
変更年月日 令和4年7月10日

氏 　 　 名 南　雅之
登 録 番 号 第663号
事　務　所 〒920－0348
 金沢市松村6丁目110番地3
（事）ＴＥＬ 076－255－1373
（事）ＦＡＸ 076－255－1606
変更年月日 令和4年9月1日

氏 　 　 名 荒木  秀雄
登 録 番 号 第443号
事　務　所 〒921－8107
 金沢市野田4丁目96番地
（事）ＴＥＬ 090-2037-1122
変更年月日 令和4年1月1日

TEL・FAXのみ変更

氏 　 　 名 山副  竜朗
登 録 番 号 第633号
（事）ＴＥＬ 090－6471－4320
（事）ＦＡＸ 050-1530-4010
変更年月日 令和4年4月21日

会変更（石川会→宮城会）

氏 　 　 名 橋本  仁志
登 録 番 号 第642号
退会年月日 令和4年10月20日
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会費の納入について（お願い）

事務局からのお願い  ★年計表の提出をお早めに‼★

図  　    書　      名 著  者 ・ 発  行

　日頃、会の運営につきましては格別のご支援ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、令和４年度第４期分会費につきまして、下記の期日までに納入下さいますよう
お願い申し上げます。
　なお、自動引落を希望されている方は、１月31日（火）に引き落としされますので、
預金残高のご確認をお願いいたします。

◆会 　 費  45,000円（15,000円／月）  （但し、令和５年１月～３月分）
◆納入期日 令和５年１月31日（火）まで
◆納入方法 ①北國銀行の預金口座自動引落 （手数料は調査士会で負担）
 ②調査士会の口座に振込（手数料は個人負担）
 　【振込先】  北國銀行 金沢西部支店  普通預金 ３３１１６０
　　 　　　　　　　　　石川県土地家屋調査士会 会長  石野芳治
 ③事務局へ持参

令和４年分の事件年計表および職務上請求書使用簿を

令和５年１月31日（火）までに本会事務局へ提出してください。

● 図書蔵書一覧表 ●
石川県土地家屋調査士会

発行所：日本加除出版㈱
編者：日本土地家屋調査士会連合会

登記制度創造プロジェクト報告書

登記小六法　令和4年版(別冊あり）

伊能ウォーク全記録　1999.1.25～2001.1.1

土地家屋調査士白書2022

日本の空き家空き地問題を考える

伊能忠敬　加能越を測る－石川・富山　足跡探訪－

近隣トラブル　解決のポイントと和解条項

所有者不明土地と空き家・空き地をめぐる法律相談

不動産をめぐる法律相談事務処理マニュアル

法務省不動産登記法第14条地図作成等基準点測量作業規程
法務省不動産登記法第14条地図作成作業規程（基準点測量を除く）解説書 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和4年3月)

複数の者が所有する私道の工事において必要な所有者の同意に関する研究報
告書～所有者不明私道への対応ガイドライン～(第2版)

587

588

589

590

591

592

593

594

595

596

597

日本土地家屋調査士会連合会

登記法令研究会  編集    桂林書院

江口友拓　保月滋

地籍問題研究会

伊能忠敬研究会 石川県支部

新日本法規出版

新日本法規出版

新日本法規出版

共有私道の保存・管理等に関する事例研究会

日本土地家屋調査士会連合会
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